
金
揮
官
蹟
志
巷
品
川
四

り
。
依
り
て
か
ね
腐
り
と
云
ふ
と
も
い
へ
り
。
叉
石
川
郡
市
川
村
の

金
〈
ら
ひ
橋
は
、
橋
下
に
磁
石
あ
り
て
、
往
来
の
も
の
灯
を
取
ら
る

L
た
り
。
故
に
此
の
橋
に
銭
釘
を
用
ゆ
れ
ば
、
一
夜
之
内
に
抜
き
取

る
と
て
用
ひ
宇
と
め
へ
り
。
と
あ
り
。
今
按
や
る
に
、
金
腐
橋
ま
た

金
鎖
橋
と
も
呼
べ
る
橋
名
の
来
由
、
共
の
僻
説
ど
も
さ
ま
A
1
1
僻
承

す
れ
ど
、
そ
の
磁
偏
見
は
い
づ
れ
に
や
。
浅
香
氏
の
河
中
に
磁
石
あ
り
て

鍬
筑
を
吸
ひ
取
ら
る
h

ゆ
ゑ
に
金
腐
橋
と
い
ふ
と
の
設
は
、
彼
の
石

川
郡
市
川
村
た
る
金
く
ら
ひ
橋
の
事
と
混
じ
た
る
僻
説
た
ら
ん
か
。

雨
川
に
さ
る
事
あ
り
と
の
事
を
知
ら
宇
。
倫
土
人
に
質
問
し
て
、
そ

の
賞
否
を
開
札
す
ぺ
き
事
に
と
そ
。

O
歩
士
湾
問
新
八
億
話

山
本
基
府
の
微
妙
公
選
事
別
集
に
云
ふ
。
御
徒
衆
之
内
津
田
新
八

事
、
微
妙
公
の
御
意
に
遼
ひ
け
る
事
あ
り
て
関
門
被
昌
仰
付
置
-
た
り
。

内
」
間
協
》

然
る
に
江
戸
御
参
勤
被
v
遊
に
付
.
小
松
を
御
護
駕
に
て
‘
金
樺
浅
野

屋
次
郎
兵
衛
方
に
御
旗
宿
に
て
、
翌
朝
御
立
被
v
遊
‘
大
樋
町
端
漣
ま

で
御
越
之
慮
、
，
金
く
さ
り
橋
の
あ
た
た
へ
担
仲
間
新
八
罷
出
、
回
の
際

に
つ
く
ば
ひ
居
た
り
。
供
奉
の
人
々
何
茂
、
あ
れ
は
御
折
栓
人
た
り
、

い
か
笠
と
存
知
け
る
底
に
、
程
近
く
た
り
御
見
つ
け
伊
遊
て
、
津
田

ド

l
i
l
i
l
i
-
-
l
'

¥ 

亥

十

月

廿

日

・

御

所

村

長

次

郎

按
に
享
保
十
六
年
よ
り
五
十
年
以
前
は
J

延
賓
・
寛
文
た
り
。
年
代
摘

を
綜
し
、
貴
賎
上
下
の
情
に
通
じ
、
治
飢
得
失
の
理
に
建
し
給
ふ
。

と
云
々
。

。
刑
法
場
跡

萄
停
に
去
ふ
。
奮
務
中
の
刑
法
場
、
昔
は
茶
屋
橋
越
に
あ
り
し
を
‘

後
退
々
下
回
へ
遁
ひ
出
さ
れ
し
と
ぞ
。
今
按
宇
る
に
、
茶
屋
橋
は
金

腐
橋
の
聞
繰
り
た
る
べ
し
。
袖
裏
雑
記
に
、
享
保
十
六
年
十
月
刑
法

場
詮
議
之
儀
に
付
‘
旦
長
御
所
村
長
次
郎
官
上
容
を
如
v
左
記
蛾
せ

就
=
御
噂
-
申
上
候

一
、
下
口
は
り
つ
け
場
、
五
十
ナ
年
許
以
前
は
、
百
坂
村
領
往
還
際

束
の
山
手
に
御
座
候
底
、
往
還
並
松
之
脇
往
来
に
程
近
く
御
座
候
故
、

御
家
中
御
侍
様
方
御
難
儀
被
v骨
m
v
成
、
且
叉
往
来
人
も
殊
之
外
難
儀

仕
向
に
て
・
金
く
さ
り
橋
之
下
河
原
に
智
〈
被
=
仰
付
-
候
。
然
共
此

所
は
場
所
悪
敷
由
民

τ、
小
坂
村
領
山
之
根
只
今
之
所
h
御
替
被
v

鴛
v
成
候
o

年
数
五
十
ヶ
年
許
之
由
‘
小
坂
村
年
罷
寄
候
者
共
申
候
。

以
上
。

金
滞
古
蹟
志
血
管
情
四

四
O 

一
を
以
て
百

新
入
め
か
と
御
意
た
り
。
其
過
の
よ
し
申
上
げ
h

れ
ば
、
あ
れ
は
閉
-

門
さ
せ
置
き
た
り
。
何
と
て
罷
尚
候
哉
。
薄
ね
て
参
候
へ
と
御
意
に

て
、
御
駕
筒
立
ち
た
り
。
御
駕
飽
脇
の
者
新
八
に
相
帯
候
へ
ば
、
御

在
圏
中
に
は
御
菟
可
v
被
v
遊
か
と
相
待
罷
在
蕗
に
、
共
儀
無
v
之
、
昨

日
既
に
御
護
駕
被
v
遊
候
。
若
し
は
金
揮
に
て
も
御
免
可
滋
v
成
か
と

奉
v
存
候
へ
ど
も
、
そ
れ
も
無
=
御
座
-
候
へ
ば
、
最
早
来
年
御
節
減
迄

は
頼
も
つ
き
候
。
左
候
へ
ば
相
呆
申
方
増
か
と
奉
v
存
候
。
乍
v
去
自

答
可
v
仕
よ
り
は
‘
御
目
通
り
へ
罷
出
、
何
れ

e
k切
殺
さ
れ
た
る
が
、

御
憤
も
や
み
宜
敷
筈
と
奉
v
存
、
罷
出
居
申
由
申
上
候
に
付
.
共
段
逐

一
申
上
候
殿
、
御
聞
被
v
越
、
一
年
閉
門
さ
せ
て
も
足
の
よ
わ
ら
ぬ
や

.
つ
じ
ゃ
。
猿
の
皮
の
毛
巾
婚
を
さ
げ
申
が
、
子
v
今
所
持
候
哉
と
噂
候

へ
と
御
窓
也
。
噂
候
へ
ば
、
是
に
御
座
候
由
懐
中
よ
り
取
出
し
相
渡

候
故
、
入
昌
御
覧
-
候
慮
、
是
を
さ
げ
御
供
可
v
仕
よ
し
御
意
に
て
、
江

戸
へ
御
供
し
て
御
奉
公
申
上
げ
た
り
。
思
ひ
切
り
た
る
事
は
御
菟
被
v

成
事
間
々
有
v
之
よ
し
、
共
節
御
供
仕
た
る
鹿
江
b
T
左
衛
門
哨
承
る
。

と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
右
年
暦
は
未
だ
鮮
か
た
ら
宇
。
慶
安
・
承
廠
の

頃
な
る
べ
し
。
三
州
志
槌
義
徐
考
に
一
広
ふ
。
景
周
謹
み
て
微
妙
公
の

錫
v
人
を
按
守
る
に
、
聴
慈
穎
敏
共
の
知
懸
鏡
の
如
く
、

要
に
、
寛
文
十
二
年
は
り
付
場
下
口
一
場
所
替
之
余
議
、
十
一
月
四
日

公
事
場
よ
り
申
来
。
と
見
b
、
改
作
所
欝
記
に
左
の
書
簡
を
蛾
せ
た

跡
品
川
一
於
a
下
口
-
張
付
に
申
付
候
者
、
沿
っ
坂
出
口
に
て
候
慮
、
悪
敷

山
御
老
中
被
v
仰
候
。
可
v
然
所
早
速
見
立
候
様
に
可
v
有
=
御
申
付
-
候
。

御
左
右
次
第
、
此
方
よ
り
人
遁
見
せ
可
v
申
候
。
以
上
。

菊

池

十

六

郎
兵

庫

十
一
月
間
日

岡

島

林
十
左
衛
門
殿

千
秋
半
兵
衛
殿

按
宇
る
に
、
此
の
時
百
坂
に
移
鮒
仰
せ
し
に
や
。
会
つ
坂
は
則
小
坂
村

を
い
へ
り
。

O
小
坂
村
陰
火

元
文
三
年
六
月
、
河
北
郡
能
瀬
村
捕
前
衛
門
等
よ
り
書
出
し
た
る
産

物
品
番
上
艇
に
、
小
坂
村
領
に
ぼ
う
だ
ら
山
と
申
所
よ
り
、
夏
よ
り

秋
へ
懸
り
、
毎
夜
暮
六
つ
時
よ
り
火
の
玉
の
や
う
た
る
も
の
出
で
、

納
り
申
時
刻
は
相
極
不
v
申
。
と
あ
り
。
按
A
Y
る
に
、
此
の
陰
火
の
事

は
改
作
所
葱
記
に
も
左
の
如
〈
記
載
せ
り
。

四




